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タ
テ

［縦
］
・
ヨ
コ

［横
］
と
そ
の
周
辺

現
代
語
に
お
い
て
タ
テ

［縦
］
・
ヨ
コ

［横
］
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
表
す
か

に
つ
い
て
は
、
國
廣
哲
爾
氏
編

『
こ
と
ば
の
意
味
３
　
辞
書
に
書
い
て
な
い

こ
と
』
の

「
タ
テ

・
ョ
コ
」
、
岩
野
靖
則
氏
０

「
タ
テ
・
ヨ
コ
の
基
本
的
意

義
」
、
久
島
茂
氏

『
〈物
〉
と

〈場
所
〉
の
対
立
　
知
覚
語
彙
の
意
味
体
系
』

が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
上
代
―
近
世
の
タ
テ

［縦
］
・
ョ
コ

［横
］
に
つ
い

て
、
岩
野
氏
口

「
タ
テ
・
ヨ
コ
の
成
立
」
が
述
べ
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ

ら
、
と
り
わ
け
岩
野
氏
国
を
も
参
照
し
つ
つ
、
上
代

。
中
古
を
中
心
と
す
る

タ
テ

［縦
］
・
ヨ
コ

［横
］
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
語
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に

し
た
い
。一

初
め
に
タ
テ
の
例
を
挙
げ
る
が
、
タ
テ

［楯
］
と
タ
テ

［縦
］
と
が
あ
る
。

タ
テ

［楯
］

‥
…
。木
幡
の
道
に
逢
は
じ
し
嬢
子

後
手
は
小
楯
ろ
か
も

〈蓑
陀
三
呂
迦
母
〉
歯
並
み
は
椎
菱
な
す
…
…

（記
応
神

。
四
二
）

タ
テ

［縦
］

天
の
衣
と
経
緯
有
（
こ
と
）
元
し

（石
山
寺
蔵
大
智
度
論
天

蜂

矢

真

タロ

`

慶
元
年
点

。
大
坪
併
治
氏
釈
文
）

タ
テ

［楯
］
（記
応
神

。
四
二
）
の
例
は
、
乙
女

（歌
謡
の
前
の
本
文
に

よ
る
な
ら
ば

「矢
河
枝
比
賣
し

の
形
容
で
、
「後
ろ
姿
は
ま
っ
す
ぐ
で
、
楯

の
よ
う
だ
。
」
（土
橋
寛
氏

『古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
し

の
よ
う
な
意

で
あ
り
、
タ
テ
は
楯
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

タ
テ

［縦
］
（石
山
寺
蔵
大
智
度
論
天
慶
元
年
点
）
の
例
に
つ
い
て
、
大
坪

マ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

氏
は

「天
の
衣
と
」
と
さ
れ
て
い
て
、
本
来

「天
の
衣
に
」
と
あ
る
べ
き
箇

所
か
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
例
に
は

「経
緯
」
と
あ
っ
て
、
タ
テ
と
ヌ

キ
と
が
対
義
的
に
用
い
ら
れ
る
例
で
あ
り
、
タ
テ

［経
］
は
織
糸
の
縦
糸
を
、

ヌ
キ

［緯
］
は
織
糸
の
横
糸
を
表
す
が
、
タ
テ

［経
］
は
タ
テ

［縦
］
の
一

種
と
と
ら
え
ら
れ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

ヌ
キ

［緯
］
「機

（略
）
説
文
云

緯

（略
）
和
名
沼
岐

謂
―
則
経
可
知
横
織

絲
也
」
（和
名
抄

・
廿
巻
本
十
四
）
は
、
『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』

（以
下

『上
代
編
』
と
示
す
）
に

「織
糸
の
横
糸
。」
「
【考
】
貫
ク
の
名
詞
形

で
あ
ろ
う
。
（略
と

と
あ
る
よ
う
に
、
ヌ
ク

［抜
］
「大
太
刀
を
垂
れ
侃
き



立
ち
て
抜
か
ず
と
も

〈農
智
儒
登
慕
〉
末
果
た
し
て
も
闘
は
む
と
ぞ
思
ふ
」

（武
烈
前
紀

・
八
九
）
・
［貫
］
「た
儲
ぽ

己
が
機
な
生な
れ
ゝ
ど
も
整
に
貫ぬ
く
雌

〈陀
麻
ホ
農
矩
騰
岐
〉
同
じ
緒
に
貫
く

〈於
野
児
弘
偏
農
倶
と

（天
智
紀

・

一
二
五
）
の
居
体
言
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
テ

［経
］
（織
糸

の
縦
糸
）
に
対
し
て
、
ヌ
キ

［緯
］
（織
糸
の
横
糸
）
は
、
縦
糸
の
間
に
ヒ

［稜
］
「抒
　
通
俗
文
云
受
２
緯
日
８
争
今
案
抒
字
也

和
名
比
」
（和
名
抄

・
廿

巻
本
十
四
）
を
用
い
て
ヌ
ク

［抜

・
貫
］
と
こ
ろ
の
横
糸
で
あ

っ
て
、
そ
れ

故
に
ヌ
キ
と
言
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ヌ
ク

［抜

・
貫
］
は
、
引
き
抜
く
意

∩
抜
∪

に
も
貫
く
意

（
［貫
∪

に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
ヌ
キ

［緯
］
は
貫

く
意
に
対
応
す
る
と
言
え
る
。

一
方
、
タ
テ

［楯

・
縦
］
に
対
し
て
、
タ
タ
ー
の
形
で
用
い
ら
れ
る
例
も

あ
る
。
タ
タ
は
被
覆
形
と
、
タ
テ
は
露
出
形
と
呼
ば
れ
る
。

タ
タ
ナ
ミ

［盾
列
］

若
帯
日
子
天
皇

坐
３
近
淡
海
之
志
賀
高
穴
穂
宮

２
）
治
３
天
下
３
也

（略
）
御
陵
在
３
沙
紀
之
多
他
那
美
３
也

（記

成
務
）

天
皇
崩

明
年
秋
九
月
壬
辰
朔
丁
酉

葬
３
干
倭
國
狭
城
盾

列
陵
３
猪
例
砒
窺

（仲
哀
前
紀
）

右
の

「若
帯
日
子
天
皇
」
（記
成
務
）
お
よ
び

「
天
皇
」
（仲
哀
前
紀
）
は

成
務
天
皇
を
指
し
て
い
て
、
成
務
陵
が
サ
キ
ノ
タ
タ
ナ
ミ

［佐
紀
盾
列
］
に

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
タ
ナ
ミ

［盾
列
］
は
、
楯
が
並
ん
で
い
る
さ
ま

を
表
す
か
と
見
ら
れ
る
。
因
み
に
、
「
陵
」
は
ミ
サ
ザ
キ
と
訓
ま
れ
る
。

タ
タ
ナ
メ
テ

〔枕
詞
〕

楯
並
め
て

〈多
ヽ
那
米
三
〉
伊
那
佐
の
山
の

木
の
間
よ
も
い
行
き
目
守
ら
ひ
…
…

（記
神
武

・
一
四
）

タ
タ
ナ
メ
テ
は
、
「枕
詞
。
楯
を
並
べ
連
ね
て
弓
を
射
る
の
意
で
、
地
名

の
伊
那
佐

。
泉
ノ
川
な
ど
の
イ
の
音
に
か
か
る
。
」
（『
上
代
編
Ｌ

と
さ
れ
る
。

タ
タ
ナ
ミ

［盾
列
］
の
ナ
ミ
は
横
に
並
ぶ
意

の
ナ
ム

〔四
段
〕
７

・浜
も

狭
に
後
れ
並
み
居
て

〈後
奈
美
居
而
〉
…
」
（萬

一
七
八
〇
）
の
連
用
形
と
、

一
七
八
四

タ
タ
ナ
メ
テ

〔枕
詞
〕
の
ナ
メ
は
横
に
並

べ
る
意
の
ナ
ム

〔下
三
段
〕
７

・

友
並
め
て

〈友
名
目
而
〉
遊
ば
む
も
の
を

馬
並
め
て

〈馬
名
目
而
〉
行
か

ま
し
里
を
…
」
（萬
九
四
八
）
の
連
用
形
と
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
か
ら

九
五
三

タ
タ
ナ
ム

〔四
段

・
下
三
段
〕
が
想
定
さ
れ
る
。

タ
タ
サ
　
縦
さ
に
も

〈多
く
佐
外
毛
〉
か
に
も
横
さ
も
奴
と
そ
我
は
あ

り
け
る
主
の
殿
戸
に

（萬
四

一
三
二
）

四
一
五
六

タ
タ
サ
マ
　
樅

（略
）
縮
也

毛
牟
乃
木

又
太
く
佐
万

（新
撰
字
鏡

。
享

和
本
）

タ
タ
サ
マ

（新
撰
字
鏡

・
享
和
本
）
の
例
は
、
モ
ム
ノ
キ
の
訓
に
当
た
る

「樅
」
字
と
タ
タ
サ
マ
の
訓
に
当
た
る

「縦
」
字
と
が
混
同
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
タ
タ
サ

・
タ
タ
サ
マ
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
に
改
め
て
見
る
。

こ
れ
ら
被
覆
形
タ
タ
の
う
ち
、
タ
タ
ナ
ミ

［盾
列
］
・
タ
タ
ナ
メ
テ

〔枕

詞
〕
は
露
出
形
タ
テ

［楯
］
に
対
応
し
、
タ
タ
サ

。
タ
タ
サ
マ
は
露
出
形
タ

テ

［縦
］
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

次
に
、

ヨ
コ

［横
］
の
例
を
挙
げ
る
。

ヨ
コ
サ
ラ
フ

［横
去
］

‥
…
・百
伝
ふ
角
鹿
の
蟹

横
去
ら
ふ

〈余
許
佐

良
布
〉
何
処
に
至
る
…
…

（記
応
神

。
四
二
）

モ
モ
ヅ
タ
フ
は
枕
詞
か
と
見
ら
れ
る
。

ツ
ヌ
ガ

「
〈都
奴
賀
能
迦
迩
と

は
、



現
福
井
県
敦
賀
市
に
当
た
る
。

ツ
ル
ガ

「越
前
之
都
魯
鹿
津
」
釜
工
異
記

・

中
廿
四
）
・
「敦
賀
瑯
留
」
（和
名
抄

・
元
和
古
活
字
本
、
越
前
国
郡
名
）
と

も
あ
り
、

ツ
ヌ
ガ
ー

ツ
ル
ガ
は
ナ
行
―

ラ
行
の
子
音
交
替
と
見
ら
れ
る
。
サ

ラ
フ
は
サ
ル

［去
］
十
フ

（反
復

・
継
続
）
と
と
ら
え
ら
れ
て
、

ヨ
コ
サ
ラ

フ
は
横
に
去
り
続
け
る
意
と
見
ら
れ
る
。

ヨ
コ
ホ
ル
　
ひ
ん
が
し
の
か
た
に
、
や
ま
の
よ
こ
ほ
れ
る
を
み
て

（土

左
日
記
）

ヨ
コ
ホ
ル
は
、
諸
説
が
あ
る
が
、
横
に
広
が
る
意
か
と
見
ら
れ
、
そ
の
ホ

繁
砿毬
器
い．煙
理
４″甕
黙
膊
一

ヨ
コ
タ
フ
　
欲
３
以
３
琴
馨
そ
使
Ｇ
悟
０
於
３
天
皇
ぴ
横
３
琴
マ
弾

日

（雄
略
紀
十
二
年
十
月

。
前
日
本
）

ヨ
コ
タ
ハ
ル

〔四
段
〕

横
た
は
れ
る
松
の
木
高
き
ほ
ど
に
は
あ
ら
ぬ

に

（源
氏
物
語

。
藤
裏
葉
）
。
〔下
二
段
〕

お
ほ
き
な
る
木
の
、
風

に
吹
き
た
う
さ
れ
て
、
根
を
さ
ゝ
げ
横
た
は
れ
ふ
せ
る

（枕
草
子
）

ヨ
コ
タ
フ
は
下
三
段
動
詞
で
よ
こ
た
え
る
意
で
あ
り
、
ヨ
コ
タ
ハ
ル
は
よ

こ
た
わ
る
意
で
あ
る
が
四
段
動
詞

・
下
三
段
動
詞
両
方
の
例
が
見
え
る
。
こ

の
タ
フ
が
何
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

ヨ
コ
ヤ
マ

［横
山
］

妹
を
こ
そ
相
見
に
来
し
か
眉
引
の
横
山
辺
ろ
の

〈与
許
夜
麻
散
呂
能
〉
猪
鹿
な
す
思
へ
る

（萬
二
五
三

一
。
東
歌
）

二
五
五
二
　

　

た
て

ヨ
コ
ギ

［横
木
］

枕
与
己
木

又
万
久
良

（新
撰
字
鏡
）

色
の
縦
木
に

は
紫
壇
、
横
木
に
は
沈

（宇
津
保
物
語

。
吹
上
下
）

ヨ
コ
ガ
ミ

［軸
］

軸

（略
）
与
己
加
弥
也

（新
撰
字
鏡
）

ヨ
コ
ハ
キ

［横
侃
］

伏
突
与
己
波
支

（同
）

ヨ
コ
ヤ
マ

［横
山
］
は
、
「起
伏
少
な
く
な
だ
ら
か
に
、
横
に
長
く
つ
ら

な
っ
た
山
。
」
（『上
代
編
し

の
意
と
さ
れ
る
。
ヨ
コ
ギ
に
つ
い
て
、
「枕
」

字

（新
撰
字
鏡
）
は
大

棗
の
意
で
あ
る
の
で
そ
の
点
は
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
横
に
し
た
木
の
意
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
宇
津
保
物
語
の
例
は
、
タ

テ
ギ

［縦
木
］
と
対
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
コ
ガ
ミ
は
、
車
軸
の
意

と
さ
れ
る
。
ヨ
コ
ハ
キ
は
、
太
刀
の
異
称
で
、
身
体
の
横
に
侃
く
と
こ
ろ
か

ら
横
侃
き
と
言
う
と
さ
れ
る
。

ヨ
コ
サ
　
縦
さ
に
も
か
に
も
横
さ
も

〈加
外
母
与
己
佐
母
〉
奴
と
そ
我

は
あ
り
け
る
主
の
殿
戸
に

（萬
四

一
三
二
）

四

一
五
六

ヨ
コ
サ
マ

ヨ
コ
サ
マ
　
伊
字
の
三
の
難
の
、
若
（し
）
並
　
『
上
白
、
並

ハ
横
也
』
（
に

し
）
て
も
則
（ち
）
伊
に
成
（ら
）
不
、
縦
　
に
（じ
）
て
も
亦
成
（ら
）
不
、

（石
山
寺
蔵
法
華
経
玄
賛
平
安
中
期
点

。
中
田
祝
夫
氏
釈
文
）

ま
ろ

は
、
日
は
た
ゝ
さ
ま
に
つ
き

（略
）
鼻
は
横
さ
ま
な
り
と
も

（枕
草

子
）

ヨ
コ
サ

（萬
四

一
三
二
）
の
例
は
、
先
に
タ
タ
サ
の
例
と
し
て
挙
げ
た
も

四

一
五
六

の
で
も
あ
り
、
タ
タ
サ
と
対
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
タ
タ
サ

・
ョ
コ
サ

は
、
縦
で
あ
る
さ
ま
、
横
で
あ
る
さ
ま
を
表
し
て
い
る
。

ヨ
コ
サ
マ

（石
山

寺
蔵
法
華
経
玄
賛
平
安
中
期
点
、
枕
草
子
）
の
例
は
、
タ
タ
サ
マ
と
対
義
的

に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
タ
タ
サ
マ
・
ヨ
コ
サ
マ
も
、
縦
で
あ
る
さ
ま
、
横
で

あ
る
さ
ま
を
表
し
て
い
る
。



三

タ
テ

［縦
］
・
ヨ
コ

［横
］
に
つ
い
て
の
種
々
の
例
を
さ
ら
に
挙
げ
る
。

則

隔
３
山
河
３
而

分
３
國
縣
３

随
３
附
隋
３

以
定
３
邑
里
３

因

以

東
西
為
３
日
縦
３

南
北
為
３
日
横
３

山
陽
日
３
影
面
３

山
陰
日

３
背
面
３

（成
務
紀
五
年
九
月
）

右
の

「
肝
隔
」
。
「
日
縦
」
。
「
日
横
」
の
部
分
に
対
す
る
、
日
本
書
紀
の
北

野
本

（第
三
類
）
。
熱
田
本

・
守
晨
本

・
兼
右
本

・
寛
文
九
年
板
本
、
日
本

書
紀
私
記
の
甲
本

・
丙
本
、
和
名
類
衆
抄
所
引
日
本
紀
私
記
の
訓
を
見
る
と
、

「
肝
晒
」
¨
夕

ヽ
サ
マ
ヨ
コ
サ
マ
ノ
ミ
チ

（北
野
本
）
、
夕

ヽ
サ
ノ
ミ
チ

ョ
コ
サ
ノ
ミ
チ

（熱
田
本
、
守
晨
本
右
訓
、
兼
右
本
右
訓
、
寛
文
九

年
板
本
右
訓
）
、
タ
チ
シ
ノ
ミ
チ
ョ
コ
シ
ノ
ミ
チ

（守
晨
本
左
訓
、

兼
右
本
左
訓
、
寛
文
九
年
板
本
左
訓
、
和
名
抄
所
引
日
本
紀
私
記

「多
知
之
乃
美
知
、
与
古
之
乃
美
知
し
、
他

に
夕

ヽ
サ
ノ
ヲ
ホ
チ

マ
マ
　
　
（
１３
）

（
日
本
書
紀
私
記

・
丙
本

「
太
ヽ
左
乃
乎
保
知
し

「
日
縦
」
一
ヒ
ノ
タ

ヽ
シ

（北
野
本
）
、
ヒ
タ

ヽ
シ

（熱
田
本
、
守
晨
本
、

兼
右
本
右
訓
、
寛
文
九
年
板
本
、
日
本
書
紀
私
記

。
丙
本

「
日
太
ヽ

マ
マ

（
１４
）

末
之
し
、
ヒ
ノ
タ
ツ
シ

（兼
右
本
左
訓

「比
乃
多
都
志

養
老
」
、
日

本
書
紀
私
記

・
甲
本
）

「
日
横
」
¨
ヒ
ノ
ョ
コ
シ

（北
野
本
、
兼
右
本
左
訓

「比
乃
与
己
之
」
、

日
本
書
紀
私
記

・
甲
本
）、
ヒ
ヨ
コ
シ

（熱
日
本

「
日
横

」
、
守
晨

本
、
兼
右
本
右
訓
、
寛
文
九
年
板
本
、
日
本
書
紀
私
記

・
丙
本

「
日

興
古
之
し
、
他
に
付
訓
箇
所
が

「
日
縦
」
に
誤
ら
れ
て
い
る
が
ヒ
ノ

ヨ
キ
シ

（
日
本
書
紀
私
記

・
甲
本
）

の
よ
う
で
あ
り
、
第
二
節
に
見
た
タ
タ
サ

・
タ
タ
サ
マ
、

ヨ
コ
サ

。
ヨ
コ
サ

マ
を
含
め
て
そ
の
他
に
、
タ
タ
シ

・
タ
ツ
シ

。
タ
チ
シ
、

ヨ
コ
シ

・
ョ
キ
シ

の
訓
が
見
え
る
。
「
日
縦
」
に
対
す
る
兼
右
本
左
訓
ヒ
ノ
タ
ツ
シ
に

「
養
老
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
「
日
縦
」
は
ヒ
ノ
タ
ッ
シ
と
、
「
日
横
」
は
ヒ

ノ
ョ
コ
シ
と
訓
む
の
が
本
来
か
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
日
本
書
紀
の
例
に
お
い
て
、
「
日
縦
」
は

「
東
西
」
を
、
「
日
横
」
は

「南
北
」
を
、
「
影
面
」
は

「
山
陽
」
す
な
わ
ち
南
を
、
「背
面
」
は

「
山
陰
」

す
な
わ
ち
北
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
カ
ゲ
ト
モ

［影

面
］
は
カ
ゲ

［光
］
十

ツ

（連
体
）
＋
オ
モ

［面
］
の
約
、
ソ
ト
モ

［背

面
］
は
ソ

［背
］
十
ツ

（連
体
）
＋
オ
モ

［面
］
の
約
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

…
…
大
和
の
青
香
具
山
は

日
の
経
の

〈
日
経
乃
〉
大
き
御
門
に

春
山

と
し
み
さ
び
立
て
り

畝
傍
の
こ
の
瑞
山
は

日
の
緯
の

〈
日
緯
能
〉
大

き
御
門
に

瑞
山
と
山
さ
び
い
ま
す

耳
成
の
青
菅
山
は

背
面
の

〈背

友
乃
〉
大
き
御
門
に

宜
し
な
へ
神
さ
び
立
て
り

名
ぐ
は
し
き
吉
野
の

山
は

影
面
の

〈影
友
乃
〉
大
き
御
門
ゆ

雲
居
に
そ
遠
く
あ
り
け
る
…

…

（萬
五
二
、
藤
原
宮
御
井
歌
）

『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
る
と
、
大
矢
本
の

「
「経
」
ノ
左

二

「
タ
ツ
シ
」
ア

リ
。
」
と
あ
り
、
同
じ
く
温
故
堂
本

。
大
矢
本

の

「
「緯
」
ノ
左

二

「
ヨ
ク

シ
」
ア
リ
。
」
と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
訓
む
と
字
余
り
に
な
る
の
で
、
ヒ

ノ
タ
テ
ノ

・
ヒ
ノ
ョ
コ
ノ
と
訓
ん
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
ヨ
ク
シ

の
訓
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

藤
原
宮
か
ら
見
て
、
香
具
山
は
東
に
、
畝
傍
山
は
西
に
、
耳
成
山
は
北
に
、



吉
野
山
は
遠
く
南
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
例
の

「
〈
日
経
と

は
東
を
、
天
日

緯
と

は
西
を
、
天
背
友
と

は
北
を
、
ズ
影
友
と

は
南
を
指
し
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
〔初
版

。
第
二
版
と
も
〕
ヨ
コ

［横
］
の

項
は
、
「南
北
の
方
向
に
対
し
て
、
東
西
の
方
向
。」
の
意
と
し
て
右
の
萬
葉

集
五
二
番
歌
の
例
を
挙
げ
る
が
、
正
し
く
な
い

（タ
テ

［縦

・
竪

。
経
］
の

項
で
は
、
「東
。
」
の
意
と
し
て
挙
げ
て
い
る
）。

日
竪

日
横

陰
面

背
面
乃
諸
国

人
乎
割
移
天

全
呂
橋
氏
文
）

『上
代
編
』
タ
テ

［経

・
縦
］
の
項
の

「考
」
に
、
「成
務
紀
五
年
に
は

「
以
二
東
西
一為
二
日
縦
こ

と
あ
る
が
、
高
橋
氏
文
で
は

「
日
竪

。
日
横

・
陰

面

・
背
面
乃
諸
国
人
乎
割
移
天
」
と
あ
り
、
こ
の
四
つ
で
四
方
を
表
わ
す
ら

し
く
、
す
な
わ
ち
第

一
例

（蜂
矢
注
、
萬
五
二
）
の
用
法
と

一
致
す
る
。
成

務
紀
の
例
も
、
中
国
で
東
西
を
緯
、
南
北
を
経
と
い
う
の
に
な
ら
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
逆
に
な
っ
て
い
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
萬
葉
集
五
二
番
歌
の

例
に
倣

っ
て
、
「
日
竪
」
は
東
を
、
「
日
横
」
は
西
を
、
「陰
面
」
は
南
を
、

「背
面
」
は
北
を
表
す
よ
う
で
あ
る
。
「陰
面
」
は
北
を
表
す
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
「背
面
」
が
北
を
表
す
か
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
「陰

面
」
は
南
を
表
す
と
見
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「影
面
」
（成
務
紀
五
年
九

月
）
。
天
影
友
と

（萬
五
二
）
が
南
を
表
し
て
お
り
、
「陰
面
」
も
と
も
に
カ

ゲ
ト
モ
と
訓
ま
れ
る
の
で
南
を
表
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
右
の

『上
代
編
』
の
指
摘
の
よ
う
に
、
「経
」
は
南
北
、
「緯
」
は

東
西
を
表
す
の
が
本
来
で
あ

っ
て
、
日
本
書
紀
成
務
天
皇
五
年
条
で
、
「
日

縦
」
が

「東
西
」
を
、
「
日
横
」
が

「南
北
」
を
指
し
て
い
る
の
に
は
、
間

（
‐６
）

題
が
あ
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
ズ
日
経
と

（萬
五
二
）
。
「
日
竪
」
曾
同
橋

氏
文
）
が
東
を
、
天
日
緯
ご

（萬
五
二
）
。
「
日
横
」
曾
回
橋
氏
文
）
が
西
を

表
す
の
も
、
本
来
と
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
て
い
な
い
も
の
に
、

サ
　
　
　
　
　
　
　
サ

タ
タ
シ
マ
　
衡
従
ョ
コ
シ
マ
タ
タ
シ
マ

（名
義
抄
）

ヨ
コ
シ
マ　
河
の水
、横
にじ
以ヽ
漱
螂
公
不
２
馳
∝
柳
、逢
聾
霧
撃
哭
）

海
―
潮
、
逆
―
上
而
巷
‐
里
、
乗
８
松
、
道
路
、
亦
、
泥
。
　
　
故
、
革
臣
、

共
に視
て之
κ
デ
悔
シーマノ解
メ
を而
選
一一≒
海
＃
塞
３
遡
叱
潔
そ
以^
生
翼
ょ）

田
Ｌ
七
ヂ

（仁
徳
紀
十

一
年
四
月

・
前
田
本
）

が
あ
る
。
タ
タ
シ
マ

（名
義
抄
）
の
例
は
、

ヨ
コ
シ
マ
タ
タ
シ
マ
・
ヨ
コ
サ

マ
タ
タ
サ
マ
両
訓
の
例
で
あ
る
。
タ
タ
シ
マ
・
ヨ
コ
シ
マ
は
、
タ
タ
サ
マ
。

ヨ
コ
サ
マ
と
同
様
の
意
と
見
ら
れ
る
。

こ
こ
に
、
サ

・
シ
、
お
よ
び
、

マ
は
い
ず
れ
も
接
尾
辞
と
見
て
、
タ
タ
サ

は
タ
タ
＋
サ
の
、
タ
タ
シ
は
タ
タ
＋
シ
の
構
成
と
、
タ
タ
サ
マ
は
タ
タ
サ
十

マ

含
タ
タ
＋
サ
］
＋
マ
）
の
、
タ
タ
シ
マ
は
タ
タ
シ
＋
マ

（
［タ
タ
十
シ
］

＋
マ
）
の
構
成
と
と
ら
え
ら
れ
、
タ
ツ
シ

・
タ
チ
シ
は
と
り
あ
え
ず
タ
タ
シ

の
母
音
交
替
と
見
ら
れ
て
、
ま
た
、

ヨ
コ
サ
は
ヨ
コ
＋
サ
の
、

ヨ
コ
シ
は
ヨ

コ
＋
シ
の
構
成
と
、

ヨ
コ
サ
マ
は
ヨ
コ
サ
＋
マ

（
［
ヨ
コ
十
サ
］
＋
マ
）
の
、

ヨ
コ
シ
マ
は
ヨ
コ
シ
＋
マ

（
［
ヨ
コ
十
シ
］
十
マ
）
の
構
成
と
と
ら
え
ら
れ
、

ヨ
ク
シ

・
ヨ
キ
シ
は
と
り
あ
え
ず

ヨ
コ
シ
の
母
音
交
替
と
見
ら
れ
る
。

四

こ
こ
で
、
タ
タ
サ
マ
・
ヨ
コ
サ
マ
、
タ
タ
シ
マ
・
ヨ
コ
シ
マ
の
よ
う
な
―

サ
マ
・
―
シ
マ
の
形
の
も
の
に
つ
い
て
、
今
少
し
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



―
サ
マ
。
―
シ
マ
両
形
を
持

つ
も
の
に
、
他
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

サ
カ
サ
マ
　
さ
か
さ
ま
に
年
も
ゆ
か
な
む
と
り
も
あ

へ
ず
す
ぐ
る
よ
は

ひ
や
と
も
に
か

へ
る
と

（古
今
八
九
六
）
―

サ
カ
シ
マ
　
太
子
行

３
暴

虐
・Ξ
　
　
　
（安
康
前
紀

。
図
書
寮
本
）

カ
ク
サ
マ
　
世
間
の
常
の

理

か
く
さ
ま
に

〈可
久
左
麻
ホ
〉
な
り
来

に
け
ら
し
す
ゑ
し
種
か
ら

（萬
三
七
六

一
）
―
カ
ク
シ
マ
　
父
我
加

久
斯
林
在
止
念
三
於
母
夫
気
教
鋼
事
．粍
型
ゴ
詔

・
続
紀
天
平
勝
宝
元

年
）

コ
ト
サ
マ
　
む
か
し
、
を
と
こ
、
ね
む
ご
ろ
に
い
ひ
ち
ぎ
り
け
る
女
の
、

こ
と
さ
ま
に
な
り
に
け
れ
ば

（伊
勢
物
語
）
―

コ
ト
シ
マ
　
供
奉
政

乃
趣
異
志
麻
ホ
在
ホ

（六
四
詔

・
正
倉
院
文
書

・
天
平
勝
宝
九
年
）

ア
カ
ラ
サ

マ
　
努
ヽ
力
ヽ
。
急
―
須
。
應
８
斬
。
（皇
極
紀
四
年
六
月

・

岩
崎
本
平
安
中
期
点
）
―

ア
カ
ラ
シ
マ
　
自
３
火
「堕
炎
中
ゴ
自
狗

暴
「こ
　
出

逐
３
大
樹
臣
ぴ

（雄
略
紀
十
三
年
八
月

。
前
田
本
）

こ
れ
ら
、
―
サ
マ
と
―
シ
マ
と
は
、
基
本
的
に
同
様
の
意
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
―
サ
マ
・
―
シ
マ
に
対
し
て
、
サ
カ
サ
を
別
に
す
る
と
、

カ
ク
サ

・
コ
ト
サ

・
ア
カ
ラ
サ
の
例
は
見
当
た
ら
ず
、
サ
カ
シ

・
カ
ク
シ

・

コ
ト
シ

・
ア
カ
ラ
シ
の
例
も
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
タ
タ
サ
マ
・

ヨ
コ
サ
マ
、
タ
タ
シ
マ
・
ヨ
コ
シ
マ
に
対
し
て
タ
タ
サ

・
ヨ
コ
サ
の
例
も
タ

タ
シ

・
ヨ
コ
シ
の
例
も
見
え
る
こ
と
と
異
な

っ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
別
に
し
た
サ
カ
サ
も
、
そ
の
例
は

「∽
＞
パ
＞
∽＞
サ
カ
サ

０
０
】】・
〔９

毬
ざ
毬
ミ
ヽ
Ｌ

（和
英
語
林
集
成

。
第
三
版
）
の
よ
う
に
大
き
く

下
る

（「０
０
〕こ

〔口
語
、
ｏ
ｏ
】】ｏ
ρ
〓
【”
こ

と
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
、
サ
カ

サ
マ
の
略
か
と
見
ら
れ
る
）
も
の
で
あ

っ
て
、
上
代

。
中
古
に
お
い
て
見
る

な
ら
ば
、
サ
カ
サ
の
例
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

先
に
、
第
二
節
で
タ
タ
サ
マ
・
ヨ
コ
サ
マ
は
タ
タ
サ
＋
マ
、

ヨ
コ
サ
＋
マ

の
構
成
と
、
タ
タ
シ
マ
・
ョ
コ
シ
マ
は
タ
タ
シ
＋
マ
、

ヨ
コ
シ
十
マ
の
構
成

と
と
ら
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
、
タ
タ
サ

・
ヨ
コ
サ
の
例
も
タ
タ

シ

・
ヨ
コ
シ
の
例
も
見
え
る
の
で
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ

っ
て
、
右
に
挙
げ
た
―
サ
マ
・
―
シ
マ
に
つ
い
て
は
―
サ
＋
マ
、
―
シ

＋
マ
の
構
成
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
構
成
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
か
。
サ
カ
＋

サ
マ
、
カ
ク
＋
サ
マ
、

コ
ト
十
サ
マ
、

ア
カ
ラ
＋
サ
マ
、
お
よ
び
、
サ
カ
＋

（
‐９
）

シ
マ
、
カ
ク
十
シ
マ
、

コ
ト
十
シ
マ
、
ア
カ
ラ
＋
シ
マ
と
と
ら
え
る
、
す
な

わ
ち
、
こ
れ
ら
の
サ
マ
を
サ
＋
マ
の
肥
大
し
た
接
尾
辞
と
、
こ
れ
ら
の
シ
マ

を
シ
＋
マ
の
肥
大
し
た
接
尾
辞
と
と
ら
え
る
の
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

肥
大
し
た
接
尾
辞
サ
マ
の
例
を
他
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
カ
サ
マ
　
・…
・・い
か
さ
ま
に

〈何
方
ホ
〉
思
ほ
し
め
せ
か
…
…

（萬

一
六
七
）

い
で
や
、
い
か
さ
ま
に
な
す
べ
き

（宇
津
保
物
語

・
菊

の
宴
）

カ
リ
サ
マ
　
乏
《
命
敦
常
侍
之

〈乏
《
加
利
佐
万
奈
留
　
執
雌
〉
（霊
異

記

・
下
序

・
真
福
寺
本
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
イ
カ
サ
マ
は
二
を
伴
い
ど
の
よ
う
に
の
意
に

用
い
ら
れ
て
い
て
、
偽
物
な
ど
の
意
の
名
詞
イ
カ
サ
マ
は
こ
の
時
代
に
は
見

え
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
イ
カ
サ

・
カ
リ
サ
の
例
が
見
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
か

ら
見
て
、
イ
カ
十
サ
マ
、
カ
リ
十
サ
マ
の
構
成
と
見
ら
れ
る
。



ア
リ
サ
マ
　
い
へ
に
い
た
り
て
、
門
に
い
る
に
、

つ
き
あ
か
け
れ
ば
、

い
と
よ
く
あ
り
さ
ま
み
ゆ

（土
左
日
記
）

れ
（″
用
「
ゥ

マ 例
い
瑚
硝
け
れ
謂
ｒ
す

「 り
行
け
嶼
け
コ
計
「
詣
¨
琳
魏
に
嘲
「

（竹
取
物
語
）
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
、
ア
リ
サ
マ

（土
左
日
記
）
は
、
名

詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ア
リ
＋
名
詞
サ
マ
の
構
成
と
見
る
方
が

よ
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
肥
大
し
た
接
尾
辞
シ
マ
の
例
は
、
他
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
―
＋
シ
マ
の
例
は
、
―
＋
サ
マ
の
例
に
包
摂
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
―
十
シ
マ
の
例
は
―
十
サ
マ
の
例
か
ら
の
類
推
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
見
る
方
が
よ
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
カ
ス
型
動
詞
に
本
来
型

（―
ク
＋
ス
）
と
応
用
型

（―
＋
カ

（
２３
）

ス
）
と
が
あ
り
、
ヤ
カ
型
語
幹
に
本
来
型

（―
ヤ
＋
力
）
と
応
用
型

（―
＋

ヤ
カ
）
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
こ
れ
ら
と
同
様
に
、
―
サ
＋
マ
、
―
シ
＋

マ
の
構
成
の
も
の
を
本
来
型
と
、
―
＋
サ
マ
、
―
十
シ
マ
の
構
成
の
も
の
を

応
用
型
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
カ
ス
型
動
詞
の
応
用
型
に
お
い

て
は
、
―
十
ス
の
例
を
持

つ
代
入
型
と
そ
れ
を
持
た
な
い
直
接
型
と
が
あ
り
、

ヤ
カ
型
語
幹
の
そ
れ
に
お
い
て
は
、
―
＋
力
の
例
を
持

つ
肥
大
的
代
入
型
と

そ
れ
を
持
た
な
い
直
接
型
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
―
サ
マ
・
―
シ
マ
に
は
―
十

マ
の
例
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
分
類
は
で
き
な
い
、
な
い
し
、

応
用
型
の
全
て
が
直
接
型
で
あ
る
、
と
言
え
る
。

五

ヨ
コ

［横
］
は
、
タ
テ

［縦
］
の
対
義
語
と
し
て
横
の
意
に
用
い
ら
れ
る

が
、
そ
れ
と
は
や
や
異
な
り
、
正
し
く
な
い
意
に
用
い
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

『金
剛
般
若
経
集
験
記
古
訓
考
証
稿
』
（辻
星
児
氏
担
当
部
分
）
は
、
ヨ
コ
ス

［議
］
（後
掲
）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
中
で
、
以
下
の
ヨ
コ
シ

・
ヨ
コ
メ

［横
目
］
・
ヨ
コ
タ
ブ

［訛
］
の
他
の
ヨ
コ
ー
の
例
を
挙
げ
ら
れ
る
。

ヨ
‐コ
サ
マ
　
横
サ
マ
に
毀
謗
を
生
ぜ
り
。
（西
大
寺
蔵
金
光
明
最
勝
王
経

平
安
初
期
点

・
春
日
政
治
氏
釈
文
）

ヨ
‐コ
シ
　
裂

（略
）
不
正
也
子
呼
父
ヱ
♂
「
己
之

（新
撰
字
鏡
）

ヨ
コ
シ
マ
　
匿

（略
）
ヨ
コ
シ
マ
機
也
耶
也

（名
義
抄
）

ョ
コ
ス

［議
］

報
３
王
崇

一
３

真
如
所
３
告

　
此
是
延
命
大
吉

（石

山
寺
蔵
金
剛
波
若
経
集
験
記
平
安
初
期
点
）

議

（略
）
毀
也

与
己
須

又
不
久
也
久

（新
撰
字
鏡
）

‥
…
・誰
か
誰
か

こ
の
事
を

親
に

ま

う
よ
こ
し
申
し
ヽ

〈末
宇
与
己
之
末
宇
之
ζ
〉
…
…

（催
馬
楽
三

〇

・
葦
遭
じ

［吟
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［ホ
］

ョ
コ
メ

宮
積
目
］

師

（略
）
邪
見
也

恨
見
也

与
己
目
Λ
三
留

又
弥
良
弥

（新
撰
字
鏡
）

ヨ
コ
コ
ト

［横
辞
］

垣
ほ
な
す
人
の
横
言

〈人
之
横
辞
〉
繁
み
か
も

逢
は
ぬ
日
ま
ね
く
月
の
経
ぬ
ら
む
…
…

（萬

一
七
九
二
）

（２６
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
七

ョ
コ
ナ
マ
ル

［訛
］

方
到
３
難
波
之
碕
３

會
３
有
３
奔
潮
３
太
急
３

因
以

名
３
浪
速
國
３

亦
日
３
浪
花
３

今
謂
３
難
波
３
訛
也

訛刹藤酢
（神
武
前
紀
）



ョ
コ
ナ
マ
ル
の
ナ
マ
ル

［訛
］
は
、
や
や
時
代
が
下
る
が

「
ゐ
た
り
け
る

所
の
き
た
の
か
た
に
こ
ゑ
な
ま
り
た
る
人
の
物
い
ひ
け
る
を
き
き
て
」
（金

葉
二
度
本
六
四
八
詞
書
）
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

ヨ
コ
ナ
バ
ル

［訛
］

愛
新
羅

人
、
恒

筋
３
京
城

俳
り
の

軍
虎
山
。
畝
―

傍
―
山
ぴ

則
［到
３
］
琴
引

坂

そ
顧
之
日
、
宇
泥
畔
巴
椰

爾
ヽ
巴
椰
。

是
、
未
ｒ
習
３
風
―
俗
之
言
墓
罫

〉
故

訛
３

畝
傍
山
そ
謂
３
宇
泥

畔
ざ
訛
３
耳
成
山

７
謂
３
瀬

ヽ
３
耳
。
（允
恭
紀
四
十
二
年
十

一

月

。
図
書
寮
本
）

ョ
コ
ナ
バ
ス

［訛
］

故

・一
ロ
ヲ
唱
‘
二
日
ヲ
横
芳
バ
ン
乞
食
ノ
音
ヲ
學
ブ

（今
昔
物
語
集

・
十
四
２８
）

ヨ
コ
ナ
マ
ル
と
ヨ
コ
ナ
バ
ル
と
は
、

マ
行
―
六
行
の
子
音
交
替
と
見
ら
れ

る
。
ま
た
、

ョ
コ
ナ
バ
ス
は
、

ョ
コ
ナ
バ
ル
の
他
動
詞
化
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

ヨ
コ
タ
バ
ル
　
［訛
］
　
計
¨
（略
）
タ
ガ
フ
カ
サ
ル
　
ア
ヤ
マ
レ
リ

イ
ツ
ハ
ル
　
ヒ

ナ
フ
ウ
ゴ
カ
ス

ヨ
コ
タ
ハ
ル
カ
マ
ヒ
ス
シ

（略
）
（名
義
抄
）

ヨ
コ
タ
ブ

［訛
］

さ
ら
に
く
ち
を
ゆ
が
め
こ
ゑ
を
よ
こ
た
べ
て
経
を

ま
ね
び
て
よ
む

（三
宝
絵
詞

・
中
九

。
東
大
寺
切
）

ヨ
コ
タ
バ
ル

（名
義
抄
）
の
例
は
、

ヨ
コ
タ
バ
ル

・
ヨ
コ
ナ
バ
ル
両
訓
の

例
で
あ
る
。

ヨ
コ
タ
バ
ル
の
タ
バ
ル
は
、
タ
ブ

［訛
］
「
う
ぐ
ひ
す
は
ゐ
な

か
の
谷
の
す
な
れ
ど
も
た
び
た
る
ね
を
ば
な
か
ぬ
な
り
け
り
」
（山
家
集
九

九
二
）
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

ヨ
コ
ナ
バ
ス

（今
昔
物
語
集
）

の
例
と
ヨ
コ
タ
ブ

（
三
宝
絵
詞
）
の
例
と
は
同
話
で
あ
り
、

ヨ
コ
タ
ブ
は
ヨ

コ
タ
バ
ル
の
他
動
詞
化
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
現
代
で
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
は
ョ
コ
シ
マ
で
あ
ろ

う
。
第
二

・
三
節
に
お
い
て
、
―
サ
マ
と
―
シ
マ
と
は
基
本
的
に
同
様
の
意

と
見
る
方
向
で
述
べ
て
き
た
が
、
ヨ
コ
サ
マ
に
対
し
て
ヨ
コ
シ
マ
の
方
が
正

し
く
な
い
意
に
偏
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
サ
カ
サ
マ
と
サ
カ
シ
マ
、

ア
カ
ラ
サ
マ
と
ア
カ
ラ
シ
マ
に
つ
い
て
も
後
者
が
マ
イ
ナ
ス
の
意
に
偏
る
可

能
性
が
な
い
で
は
な
く
、
―
サ
マ
と
―
シ
マ
と
は
そ
の
よ
う
に
分
化
し
て

行
っ
た
と
と
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
程
度
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。

六

実
は
、
タ
テ

［縦
］
は
タ
ツ

［立
］
と
と
も
に
、
ま
た
、
ヨ
コ

［横
］
は

ヨ
ク

［避
］
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
『上
代
編
』
ヨ
コ

［横

。
緯
］
の

項
の

「考
」
に

「
な
お
、
避
ク
は
お
そ
ら
く
横
と
同
根
、」
と
あ
り
、
『岩
波

古
語
辞
典
』
タ
テ

［縦

。
竪

。
経
］
の
項
に

「
タ
テ

（立
）
と
同
根
」
と
、

同
ヨ
コ

［横
］
の
項
に

「
ヨ
キ

（避
）
と
同
根
。
」
と
あ
る
。

タ
ツ

［立
］
〔四
段
〕

さ
ね
さ
し
相
模
の
小
野
に
燃
ゆ
る
火
の
火
中
に

立
ち
て

〈本
那
迦
迩
多
知
三
〉
問
ひ
し
君
は
も

（記
景
行

。
二

四
）
・
［立

。
建
］
〔下
三
段
〕

こ
の
御
酒
を
醸
み
け
む
人
は

そ
の

鼓

郎
に
立
て
ゝ

〈宇
須
迩
多
三
ヽ
〉
…
…

（記
仲
哀

。
四
〇
）

ヨ
ク

［避
］
〔上
二
段
〕

家
人
の
使
ひ
に
あ
ら
し
春
雨
の
避
く
れ
ど
我

を

〈与
久
礼
抒
吾
等
乎
〉
濡
ら
さ
く
思
へ
ば
…
」
（萬

一　
一
六
軌
乳
）

こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
、
第

一
節
に
挙
げ
た
と
こ
ろ
の
タ
テ

［楯
］
は
、

タ
ツ

［立
］
〔下
三
段
〕
の
居
体
言
で
あ
り
、
立
て
る
物
で
あ
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。
ま
た
、
タ
タ
は
タ
テ

［縦

・
楯
］
の
被
覆
形
の
み
な
ら
ず
タ
ツ

［立
］
の
被
覆
形
で
も
あ
り
、
ま
た
、
ヨ
コ

［横
］
は
ヨ
ク

［避
］
の
被
覆



形
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

先
に
第
三
節
で
タ
ツ
シ
・
タ
チ
シ
は
と
り
あ
え
ず
タ
タ
シ
の
母
音
交
替
と

見
た
が
、
タ
ツ
シ
の
タ
ツ
は
タ
ツ

［立
］
の
終
止
形
、
タ
チ
シ
の
タ
チ
は
タ

ツ

［立
］
〔四
段
〕
の
連
用
形
で
も
あ
り
、
ま
た
、
ヨ
ク
シ

・
ヨ
キ
シ
は
と

り
あ
え
ず
ヨ
コ
シ
の
母
音
交
替
と
見
た
が
、
ヨ
ク
シ
の
ョ
ク
は
ヨ
ク

［避
］

の
終
止
形
、
ヨ
キ
シ
の
ヨ
キ
は
同
じ
く
連
用
形
で
も
あ
る
。
右
の
よ
う
に
と

ら
え
る
と
、
タ
ツ
シ
・
タ
チ
シ
、
ヨ
ク
シ
・
ヨ
キ
シ
の
よ
う
な
母
音
一父
替
形

が
見
え
る
理
由
を
よ
り
よ
く
説
明
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
ヨ
コ

［横
］
が
正
し
く
な
い
意
に
用
い
ら
れ
る
例
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
の
指
摘
が
あ
る
。

前
掲

『金
剛
般
若
経
集
験
記
古
訓
考
証
稿
』
（辻
氏
担
当
部
分
）
は
、
ヨ

コ
ス

［譲
］
を

「悪
口
を
言
う
、
中
傷
す
る
」
意
と
し
、
「
ヨ
コ

（横
）
が
、

こ
の
語
の
よ
う
に
不
正
、
邪
悪
を
意
味
し
た
例
」
と
し
て
第
五
節
に
挙
げ
た

例
の
多
く
を
挙
げ
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
漢
字

「横

（略
と

は
平
声
で
は
タ
テ
ヨ
コ
の
ヨ
コ
で
あ

る
が
、
去
声
で
は

「恣
也
、
非
理
来
」
の
意
。
つ
ま
り
勝
手
気
儘
に
振

ま
っ
て
道
理
に
合
わ
ぬ
こ
と
を
す
る
意
で
あ
る
。
従
っ
て
、
右
の
よ
う

な
不
正
の
意
の
ヨ
コ
は
、
或
い
は

「横
」
と
い
う
漢
字
の
用
法
の
影
響

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
前
掲

『
こ
と
ば
の
意
味
３

（略
こ

の

「
タ
テ
・
ヨ
コ
」
は
、
「絶

対
用
法
」
と
し
て
の

「
タ
テ
ー

〈垂
直
方
向
と

「
ヨ
コ
ー

〈水
平
方
向
と

に
対
し
て
、
「相
対
用
法
」
と
し
て
の

「
タ
テ
２

〈垂
直
な
姿
勢
の
話
し
手

を
基
準
に
し
た
前
後
方
向
と

「
ヨ
コ
２

〈水
平
な
姿
勢
の
話
し
手
を
基
準
に

し
た
左
右
方
向
と

を
考
え
、
「
ヨ
コ
に
は

〈好
ま
し
く
な
い
行
動
〉
と
い
う

含
み
を
持

っ
た
比
喩
的
用
法
が
多
い
。
」
と
し
て
、
「
ヨ
コ
取
り
す
る
。
」
「
ヨ

コ
槍
を
入
れ
る
。
」
「
ヨ
コ
車
を
押
す
。
」
「
ヨ
コ
恋
慕
。
」
「
へ
た
の
ヨ
コ
好

き
。
」
「
話
を
ヨ
コ
に
そ
ら
す
。
」
の
例
を
挙
げ

（
こ
の
他
に

「
ヨ
コ
紙
破
り
」

も
挙
げ
ら
れ
よ
う
）
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
人
間
の
進
行
方
向
が

つ
ね
に
タ
テ
２
で
あ
る
た
め

に
、
タ
テ
２
が

〈正
常
な
方
向
〉
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
と
ら

え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
『
岩
波
古
語
辞
典
』

ヨ
コ

［横
］
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

平
面
上
の
中
心
を
、
右
ま
た
は
左
に
は
ず
し
た
所
、
ま
た
、
そ
の
方
向

の
意
。
ま
た
、
タ
テ

（垂
直
）
に
対
し
て
、
水
平
の
方
向
の
意
。
転
じ

て
、
意
識
的
に
中
心
点
に
当
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
真
実

。
事
実
を
さ

け
る
意
か
ら
、
「
よ
こ
ご
と

（中
傷
と

「
よ
こ
し
ま

（邪
悪
と

な
ど
、

故
意
の
不
正
の
意
に
も
用
い
た
。

「
絶
対
用
法
」
の
タ
テ
が

「
垂
直
方
向
」
で
あ
る
の
は
、
タ
テ

［縦
］
が

タ
ツ

［立
］
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

ヨ
コ

が
正
し
く
な
い
意
に
も
用
い
ら
れ
る
の
は
、
″蟹
の
横
這
い
〃
の
よ
う
な
例

を
見
る
と

「人
間
の
進
行
方
向
が

つ
ね
に
タ
テ
２
で
あ
る
」
こ
と
と
の
関
係

と
言
え
る
が
、
む
し
ろ
、
ま

っ
す
ぐ
に
行
か
ず
横
に
よ
け
る

（
ヨ
ク

［避
∪

と
こ
ろ
か
ら
、
正
し
く
な
い
意
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

ヨ
コ
が
正
し
く
な
い
意
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、

ヨ
コ

［横
］
を

ヨ
ク

［避
］
と
と
も
に
と
ら
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
よ
く
説
く
こ
と
が
で
き
る

と
言
え
る
。
「漢
字
の
用
法
の
影
響
」
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
は



和
語
の
側
に
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
『
岩
波
古
語
辞
典
』
の
言
う

「意
識
的
に
」
「故
意
の
」
に
つ
い
て
、

天
好
ま
し
く
な
い
行
動
と

（傍
点
、
蜂
矢
）
を
表
す
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
そ

の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
「
悪
口
を
言
う
」
意
の
ヨ
コ
ス

［議
］
な
ど
は

確
か
に
そ
の
よ
う
で
も
あ
る
も
の
の
、

ヨ
コ
ナ
マ
ル

［訛
］
な
ど
は
む
し
ろ

自
然
と
訛
る
の
で
あ

っ
て
、

ヨ
コ

［横
］
の
正
し
く
な
い
意
の
も
の
全
体
と

し
て

「
意
識
的
」
「
故
意
」
と
す
る
の
は
当
た

っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

注（１
）

口
８
Ｙ
ｕ
平
凡
社

（平
凡
社
選
書
７３
）、
の
ち
８
８
二
ｏ
同

（平
凡
社
ラ

イ
ブ
ラ
リ
１
４８‐
】

（２
）

「八
〇
年
六
月

・
國
廣
」
と
、
執
筆
時
期

・
執
筆
者
が
示
さ
れ
る
。

（３
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
４

［辱
田
ふ

和
泉
書
院
］

（４
）

［Ｓ
日
ふ

く
ろ
し
お
出
版
］
第
２
章
、
も
と

「
〈物
〉
と

〈場
所
〉
の
量

の
捉
え
方
の
統

一
的
理
解
―
―

〈形
態
〉
と

〈方
向
〉
の
連
関
―
―
」
翁
国

語
学
」
１８‐

口
８
い
●Φ∪

（５
）

「
日
本
語
学
」
３
１
３

［ドΦ曽
●８

（６
）

大
坪
氏
日

『拓
柚
大
智
度
論
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
上

冒
８
い
島

風
間

書
房
、
大
坪
併
治
著
作
集
１０
］
第

一
部
第
二
章
参
照
。
同
国

「石
山
寺
蔵
大

智
度
論
加
点
経
緯
考
」
令
国
語

。
国
文
」
１１
‐
１

［じ
含
二
じ

に
は

「元
慶

元
年
」
の
ヨ
）
と
あ
る
が
、
「天
慶
元
年
」
Ｃ
〓
）
が
正
し
い
と
見
ら
れ
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
〔初
版

。
第
二
版
と
も
〕
は

「天
安
二
年
」
含
認
）
と

す
る
が
、
誤
り
と
見
ら
れ
る
。

（７
）

［じ
記
二

角
川
書
店
］

（８
）

大
坪
氏
０
下
が
未
刊
の
た
め
、
同
国
に
よ
る
。
表
記
を
通
常
の
も
の

に
改
め
た
。

（９
）

平
城
宮
以
北
、
東
方
の
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳

・
コ
ナ
ベ
古
墳

・
磐
之
媛
陵

（佐

紀
ヒ
シ
ア
ゲ
古
墳
）
。
平
城
陵

（市
庭
古
墳
、
円
墳
形
、
平
城
宮
造
営
時
に

前
方
後
円
墳
の
前
方
部
が
削
ら
れ
た
、
よ

っ
て
平
城
陵
で
は
あ
り
得
な

い
）
。
神
明
野
古
墳

（平
城
宮
造
営
時
に
削
ら
れ
現
存
せ
ず
）、
西
方
の
日
葉

酢
媛
陵

（佐
紀
御
陵
山
古
墳
）
。
成

ご
務

さ
陵

い佐
紀
石
塚
山
古
墳
）
。
称
聴
躾

（佐
紀
高
塚
古
墳
）
・
神
功
皇
后
陵

（五
社
神
古
墳
）、
な
ど
は
、
佐
紀
楯
冽

古
墳
群
と
呼
ば
れ
る
。

「皇
后
御
年

一
百
歳
崩

葬
３
干
狭
城
楯
列
陵
３
也
」
（記
仲
哀
）
。
「皇
太

后
崩
３
於
稚
櫻
宮
３

（略
）
葬
３
狭
城
盾
列
陵
３
」
（神
功
紀
六
十
九
年
四

月

。
十
月
）
の
よ
う
に
、
神
功
皇
后
陵
も
サ
キ
ノ
タ
タ
ナ
ミ
に
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
「世
人
相
博
」
で
は
、
コ
一楯
列
山
陵
」
の
南
が
神
功

皇
后
陵
、
北
が
成
務
陵
で
あ
っ
た
が
、
神
功
皇
后
の
祟
り
が
あ
り
、
「捜
３

検
固
録
３
」
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
逆
で
あ
っ
た
の
で
改
め
た
と
、
続
日
本

後
紀

。
承
和
十
年
四
月
の
記
事
に
あ
る
。

（１０
）

別
稿
０

「―
キ
と
―
ギ
」
翁
萬
葉
」
１５０

［８
言
ふ
∪

参
照
。

３
Ｌ
ピ経
楓
跡
ガ
社ナ噺
謂
率
が切
妻
剪
軍
「缶

彗
二

氏
蔵
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点

。
大
坪
併
治
氏
釈
文
）
・
ツ
ラ
ヌ

「各

自
嚢
引
　
」
（石
山
寺
蔵
金
剛
波
若
経
集
験
記
平
安
初
期
点
）
と
見
ら
れ
る
。

（‐２
）

ヨ
コ
ホ
ル
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
別
稿
国

「対
義
語
ヒ
ロ
シ
・
セ
バ
シ

と
そ
の
周
辺
」
翁
萬
葉
」
１０４

［８
８
あ
∪

参
照
。

（‐３
）

ヨ
コ
サ
ノ
オ
ホ
チ
と
続
け
る
べ
き
と
こ
ろ
か
と
見
ら
れ
る
。

（‐４
）

「末
」
字
が
あ
る
が
、
ヒ
タ
ヽ
シ
と
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

（‐５
）

日
本
古
典
文
学
大
系
６７

『
日
本
書
紀
』
上
の
頭
注
に
、
「山
の
斜
面
で
陽

の
当
る
の
は
南
側
、
日
か
げ
に
な
る
の
は
北
側
な
の
で
、
南
を
山
陽
、
北
を

山
陰
と
い
う
。
カ
ゲ
ト
モ
は
、
「
カ
ゲ

（光
）
ツ

（
の
）
オ
モ

（面
と

の
約

で
、
日
の
光
の
当
る
方
、
つ
ま
り
南
方
。
ソ
ト
モ
は
、
「
ソ

（背
）
ツ

（
の
）

オ
モ

（面
と

の
約
で
そ
の
反
対
、
北
方
を
さ
す
。」
と
あ
る
こ
と
な
ど
、
参



照
。

（‐６
）

和
名
類
衆
抄
に
は
、
「大
路
　
唐
詢
云
道
路

（略
）
南
北
日
肝

露
）
日
本
紀

私
聾

ム
多
知
之
乃
美
知
東

西

日

隋

露

）
同
私
書

ム
与
古
之
乃
美
知
」

（
十

巻

本

一０

と

あ

２
つ
。

（‐７
）

ア
カ
ラ
サ
マ
・
ア
カ
ラ
シ
マ
は
、
急
に
、
た
ち
ま
ち
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。

『上
代
編
』
ア
カ
ラ
サ
マ
の
項
の

「考
」
に
、
「
ア
カ
ラ
サ
マ
ニ
は
、
ア
カ
ラ

メ
と
関
係
が
あ
り
、
ま
た
た
き
を
す
る
瞬
間
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
急
に
、

の
意
と
な
る
と
い
わ
れ
る
。」
と
あ
る
。
ア
カ
ラ
メ

「安
加
良
米
佐
須
如
２

事
久
」
（五
十
八
詔

・
続
紀
天
応
元
年
）
は
、
「目
を
ち
ょ
っ
と
よ
そ
へ
そ
ら

す
こ
と
。」

泳
『上

を
代

と編
も

の
意
に
用
い
ら
れ
、
ア
カ
ル

［明
え。
赤
］
７
・ふ

ほ
ご
も
り
赤
れ
る
嬢
子

〈阿
伽
例
慮
鳩
等
畔
〉
い
ざ
さ
か
ば
良
な
」
（応
神

紀

。
二
五
）
で
は
な
く
、
ア
カ
ル

［散
］
「外
に
し
て
諸
の
人
散
レ
テ
王
子

を
覚
（む
）
ル
に
、」
（西
大
寺
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点

・
春
日
政
治
氏

釈
文
）
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
と
見
ら
れ
る
。
散
る
よ
う
に
別
れ
る
意

の
ア
カ
ル

［散
］
は
、
日
を
よ
そ
へ
そ
ら
す
意
に
つ
な
が
り
、
「目
を
ち
ょ

っ
と
よ
そ
へ
そ
ら
す
こ
と
」
が

「急
に
」
の
意
に
な
る
な
ら
ば
、
ア
カ
ラ
サ

マ
・
ア
カ
ラ
シ
マ
は
ア
カ
ル

［散
］
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
『岩
波
古
語
辞
典
』
ア
カ
ラ
サ
マ
の
項
に
は
、
「
ア
カ
ラ
は
ア
カ
レ
（散
）

の
古
形
。
（略
）
（本
来
の
居
ど
こ
ろ
か
ら
）
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
、
あ
ら
ぬ
方

へ
と
い
う
の
が
原
義
。
そ
こ
か
ら
、
つ
い
ち
ょ
っ
と
と
か
、
ち
ょ
っ
と
か
り

そ
め
に
な
ど
の
意
に
転
じ
た
」
と
あ
る
。

（‐８
）

痛
切
で
あ
る
意
の
ア
カ
ラ
シ

［懇
］
「父
母
懇
側
哭
悲

〈懇
″
効
フ
　
側

導
じ
」
（霊
異
記

・
上
九

。
国
会
図
書
館
本
、
興
福
寺
本
は

〈懇
却
胴
憩

側
勤太と
」
（
別
語
と
視
％
れ
％
。

（‐９
）

サ
カ

「堀
江
よ
り
水
脈

派

る

〈美
乎
左
香
能
保
流
〉
梶
の
音
の
。こ

（萬
四
四
六

一
）、
カ
ク

「
…
斯
く
も
が
と

〈迦
久
母
賀
登
〉
吾
が
見
し
子
に

…
」
（記
酬
樅

・
四
二
）、
コ
ト

「則
法
界
に
雲
に
（あ
ら
）
ず
［不
］
な
リ
ヌ
。」

（西
大
寺
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点

・
春
日
政
治
氏
釈
文
）
の
例
が
見

え
る
。
ア
カ
ル

［散
］
の
例
は
、
注
（
１７
）
に
挙
げ
た
。

（
２０
）

近
世

に
下
る
と
、
イ
カ
サ

「
し
か
し
伊
之
字

の
い
か
さ

ハ
い
や
だ
」

（洒

・
富
賀
川
拝
見
）
の
例
は
見
え
る
が
、
名
詞
イ
カ
サ
マ

「
又
い
か
さ
ま

國
と
な
ん
い
へ
る
所
に
至
れ
ば
」
（談

・
風
流
志
道
軒
伝
ど

の
略
と
見
ら

れ
る
。

８乳
町
鰍
ｗｎ
柳
隷
覇
くむ影
蟹

（２２
）

ア
リ
四
一
〓
翫
し
如
を
あ
り
と
静
か
し
て

〈阿
理
登
岐
加
志
三
〉
…
」
（記

神
代

。
三
）
の
例
が
見
え
る
。

（２３
）

別
稿
０

「
カ
ス
型
動
詞
の
構
成
」
令
赫
動
酵
講
難
日
本
古
典
の
眺
望
』

［じ
Φ
∵
い
桜
楓
社
∪

参
照
。

（２４
）

別
稿
回

「
ヤ
カ
型
語
幹
と
ラ
カ
型
語
幹
」
翁
国
語
論
究
』
７

中
古
語
の

研
究

［８
８
。お

明
治
書
院
∪

参
照
。
別
稿
０

「
ヤ
カ
型
語
幹
の
構
成
」

翁
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
８

［８
８
ニ
ユ
）
を
も
参
照
。

（２５
）

東
京
教
育
大
学
大
学
院
中
田
教
授
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編

［８
胡
ふ

私
家
版
］

（２６
）

ナ
マ
ル

［訛
］
・
タ
ブ

［訛
］
を
含
め
て
、
こ
の
節
の
以
下
の
例
に
つ
い

て
は
、
別
稿
内

「
日
本
霊
異
記
訓
釈

「波
り
天
」
考
」
∩
訓
点
語
と
訓
点
資

料
」
８０

［じ
曽
ふ
∪

に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（２７
）

別
稿
内
に
示
す
よ
う
に
、
日
本
霊
異
記

・
上
巻
十
九
縁
と
も
同
話
で
あ
る
。

（２８
）

ヨ
ク

［避
］
は
、
こ
の
例
に
よ
っ
て
は
上
二
段
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
確
定

で
き
な
い
が
、
キ
が
乙
類
の
ヨ
キ
ヂ

［避
道
］
「神
の
崎
荒
磯
も
見
え
ず
波

立
ち
ぬ
い
づ
く
ゆ
行
か
む
避
き
道
は
な
し
に

〈与
奇
道
者
無
荷
と

（萬

一
二

二
六
）
の
例
と
合
わ
せ
て
、
上
二
段
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（２９
）
三
襦
坂
秀
世
氏

「国
語
に
あ
ら
は
れ
る

一
種
の
母
音
交
替
に
つ
い
て
」
「
国

語
音
韻
史
の
研
究
』
冒
Ｒ
や
『
明
世
堂
書
店
、
じ
〓
・８

増
補
新
版

〓
一省

堂
］、　

たも
２
つ理
淫
層
の
研
究
」
４

よ［お
窄
二
昌
）
参
照
。

（３０
）

作
家
立
松
和
平
の
本
名
の
姓
は
横
松
で
あ
り

（立
松
和
平
の
著
書
な
ど
の



絵
を
描
く
横
松
桃
子
は
娘
）
、
横
山
ホ
ッ
ト

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
弟
子
に
立
山

セ
ン
タ
ー
・
オ
ー
バ
ー

（
一
九
八
五
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
上
方
漫
才
コ
ン
テ
ス
ト
で

優
秀
賞
二
組
の
中
に
入
っ
た
）
が
い
る
。
と
も
に
ヨ
コ
か
ら
タ
テ
ヘ
の
変
化

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
現
代
に
お

い
て
も
ヨ
コ
が
正
し
く
な
い
意
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
ヨ
コ
を
タ
テ
に
変

え
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
尤
も
、
現
代
語
で
は
、
ヨ
コ
シ
マ
を
別
に
す
る
と
、

ヨ
コ
に
正
し
く
な
い
意
も
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
韓
い
の
で
、

こ
れ
は
偶
然
の
可
能
性
も
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
・
オ
ー
バ
ー
が
立
山
の
あ
る
富

山
県
の
出
身
で
あ
れ
ば
事
情
は
変
わ
る
が
、
セ
ン
タ
ー
は
奈
良
県
の
、
オ
ー

バ
ー
は
大
阪
府
の
出
身
で
あ
る
。
た
だ
、
セ
ン
タ
ー
の
趣
味
は
登
山
だ
そ
う

で
、
そ
の
辺
に

「立
山
」
江
鉱
る
理
由
の
一
つ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
上
座
の
意
の

″横
座
″
は
、
ヨ
コ
が
正
し
く
な
い
意
と
は
む
し
ろ

逆
の
プ
ラ
ス
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
例
で
あ
る
が
、
畳
や
敷
物
を
横
に
敷
く

と
こ
ろ
か
ら
そ
の
よ
う
に
言
う
も
の
で
あ
る
。

―
本
学
大
学
院
教
授
―


